日本混相流学会2006年度第4回理事会・議事録

日時：平成19年3月3日(土)13:00-17:00

場所：大阪大学中之島センター9F会議室1

出席者：辻裕(会長)、井口学(筆頭副会長)、賞雅寛而(企画担当副会長)、奈良林直(情報担当副会長)、高橋弘(情報部会長)、小泉安郎(企画部会長)、田中敏嗣(国際部会長)、大川富雄(総務部会長)、梅景敏彦(学生会担当理事)、関眞佐子(関西地区担当理事)、佐藤博(東北地区担当理事)、梅川尚嗣(総務委員・書記)、大参達也(オブザーバー)、近藤健(事務局)

配布資料：

1. 前回議事録の確認
[資料2006-4-01]

2. 総務部会報告/審議事項
[資料2006-4-02]


(1) 学会ホームページ容量アップの件


(2) バナー広告の件


(3) 新規維持会員の件


(4) 機関別認証評価に係わる専門委員候補者の推薦の件


(5) 総会/20周年関連確認


(6) 評議員・監事選挙結果

3. 情報部会報告
[資料2006-4-03]


(1) 編集委員会


(2) J-Stage関連


(3) 精選論文集の校正を終えての編集委員会意見

4. 企画部会報告
[資料2006-4-04]


(1) 混相流学会年会講演会２００７・第２６回混相流シンポジウム報告


(2) レクチャーシリーズ報告


(3) 混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会


(4) 混相流フォーラム関西


(5) 東北混相流研究会


(6) 研究・企画委員会運営概要


(7) マイクロ・ナノバブル研究会

5. 学生会報告
[資料2006-4-05]


(1) 2007年度学生会夏季セミナー（最終案）


(2) 2007年度学生優秀講演賞について

6. 国際部会報告
[資料2006-4-06]

7. 2008年年会講演会・混相流シンポジウム開催計画
[資料2006-4-07]

8. 入会者リスト
[資料2006-4-08]

議事:

1. 前回議事録の確認

　大川総務部会長から、資料[2006-4-01]に基づき前回議事録の確認があった。訂正等ある場合には近日中に総務部会長まで連絡することとした。

2. 総務部会報告/審議事項

　大川総務部会長から資料[2006-4-02]に基づき説明があった。主な議事を以下に示す。

(1) 学会ホームページ容量アップの件

　塩見インターネット運営委員長より依頼のあった学会ホームページのサーバーの変更と容量アップの件について審議が行われ、原案通り承認された。

(2) バナー広告の件

　学会ホームページへのバナー広告掲載に関する問合せがあったことが報告された。バナー広告のみの掲載を受け付けることを承認するとともに、掲載料金を原案通りに決定した。これに関連し、維持会員への広告掲載勧誘の実施について意見交換した。

(3) 新規維持会員の件

　新規維持会員の申込を確認した。

(4) 機関別認証評価に係わる専門委員候補者の推薦の件

　大学評価・学位授与機構で行われた標記専門委員の選考結果が報告された。学会で推薦した候補者には、総務部会長から結果を連絡することとした。

(5) 総会/20周年関連確認

　6月23日開催予定の臨時総会ならびに8月4日開催予定の定時総会の式次第について説明があり、原案通り承認された。これに関連し、役員交代時期は8月4日の定時総会時とすること、学会賞・名誉会員選考結果の発表と表彰式は6月23日の臨時総会時に行うことを確認した。また、名誉会員候補者の選考方法について意見交換するとともに、論文賞受賞件数に関する確認作業を行った。

(6) 評議員・監事選挙結果

　学会事務局より、評議員・監事選挙の結果が報告された。

3. 情報部会報告

　高橋情報部会長より、資料[2006-4-03]に基づき以下の報告があった。

(1) 編集委員会

　会誌20巻4号、21巻1号、21巻2号の準備状況と今後の編集方針、論文精選集の編集状況が報告された。

(2) J-Stage関連

　J-Stage掲載に向けた準備状況が報告された。

(3) 論文精選集の校正を終えての編集委員会意見

　論文精選集の査読に関する課題が指摘され、論文審査委員長と編集委員長で対応を検討することとした。

(4)その他

　維持会員からの投稿記事に関する確認および書評掲載予定の報告が行われた。

4. 企画部会報告

　資料[2006-4-04]に基づき、主に小泉企画部会長より以下の報告があった。

(1) 混相流学会年会講演会2007・第26回混相流シンポジウム

　特に問題なく準備が進められている旨報告された。講演申込は3月20日くらいまで可能とのこと。

(2) 混相流学会年会講演会2008・第27回混相流シンポジウム

　奈良林副会長より、資料[2007-4-07]を用いて準備状況が報告された。開催期間を2008年8月8日～10日とすることを了承した。

(3) OMFに関する報告

　佐藤OMF担当理事より、昨年10月に仙台で開催されたオーガナイズド混相流フォーラムの実施報告が行われた。

(4) リエゾン専門委員会に関する報告

　3月5日に工学院大学(新宿)で開催予定の第2回マイクロ・ナノバブルシンポジウムの準備状況が報告された。

(5) レクチャーシリーズ報告

　4月17日に東京海洋大学で開催予定の混相流レクチャーシリーズの準備状況が報告された。

(6) 研究会活動報告

　混相流のグラフィックシミュレーションと可視化研究会、混相流フォーラム関西、東北混相流研究会の活動状況が報告された。

(9) 研究・企画委員会運営概要

　常設の研究・企画委員会を設けるため、本年6月開催の年会講演会の際にオーガナイザーを集めた会合をもち、説明、協力を仰ぐ旨が報告された。研究会運営案が示された。

4. 学生会報告

　梅景学生会担当理事より資料[2006-4-05]に基づき以下の報告があった。

(1) 2007年度学生会夏季セミナー

　最終案が示された。6月24～25日に北海道青少年会館で開催の予定。

(2) 2007年度学生優秀講演賞について

　受賞者数を拡大すること、副賞は従来通りとすることが報告された。学生優秀講演賞の審査票については、優秀講演論文の審査票との統合の可能性も含めて検討中であることが報告された。学生優秀講演賞の審査に関連し、質疑応答中に行われる共同研究者の発言を制約すべきでないとの意見が出された。

5. 国際部会報告

　田中国際部会長より資料[2006-4-06]に基づき報告があった。

(1) ICeMの発行予定が示された。

(2) ICMF2007の参加若手会員支援の候補者3名が示され、これを原案通り承認した。支援金の受け渡し方法について、田中国際部会長が引き続き検討することとした。

6. その他

(1) 学会の収支状況について意見交換し、各行事で生じた余剰金を単なる内部留保とするのではなく、学会を発展させるための事業計画を立案してその準備金に充てることとし、企画担当副会長、財務委員長、企画運営委員長、総務委員長で今後の対応を検討することとした。

(2) 新規に申込みのあった会員および維持会員のリストが示され、これを承認した。

(3) 会費納入状況が示され、長期未納者について分担して対応することとした。会費自動振替を促進すべきとの意見が出された。

(4) 次回理事会の開催日を6月9日から6月2日に変更した。

総務委員長：大川富雄
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